第11章EJB QL: コンテナ管理永続性問合せメソッドのためのEJB問合せ言語

11.1 概観

EJB QLは，コンテナ管理永続性をもつ実体ビーンのfinderメソッド及びselectメソッドのための問合せ指定言語とする。EJB QLは，SQLのようなデータベース及び他の永続性ストアの目標言語にコンパイルされる。これは，問合せ実行を永続性記憶が提供するネイティブ言語機能に任せることを可能にする。問合せが実体ビーンの状態の実行時表現で実行されなくてもよい。結果として，問合せメソッドが可搬なだけでなく最適化できる。
Enterprise JavaBeans問合せ言語は，データモデルとして実体ビーンのお互いの関係も含めた抽象永続性スキーマを用いる。このデータモデルに基づいて演算子及び式を定義する。

Bean提供者は，EJB QLを用いて配備記述子で定義された関係及び抽象永続性スキーマに基づいた問合せを書く。EJB QLは，関連実体ビーンのcmpフィールド及びcmrフィールドに基づいたナビゲーション及び選択に依存する。Bean提供者は，EJB QL問合せのcmrフィールドの名前を用いて，ある実体ビーンから他の実体ビーンにナビゲートできる。
EJB QLは，Bean提供者が問合せの中で実体ビーンの抽象スキーマ型を使うことを,そのビーンの抽象永続性スキーマが同じ配備記述子の中で問合せとして定義されているなら，許す。
EJB QLは，実体ビーンの抽象スキーマ型に基づいているので，EJB QL問合せを，実体ビーンが配備される前に構文解析し検定できる。

EJB QL問合せは，次の二つの異なる方式で用いられる。

· ホームインタフェースとして定義されたfinderメソッドにより実体オブジェクトを選択するための問合せとして使う。finderメソッドは，EJB QL問合せの結果を実体ビーンの利用側が使うことを許す。
· 実体ビーンクラス上で定義されたselectメソッドにより，実体ビーンの抽象スキーマ型から導出された実体オブジェクト又は他の値を選択するための問合せとして使う。Bean提供者は，利用側に結果を見せずにEJB QLを使って実体ビーンの状態に関連したオブジェクト又は値を見つける。

EJB QL問合せは，SELECT節及びFROM節を含む文字列とする。WHERE節を含んでもよい。
